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編
集
後
記 

あ
っ
と
言
う
間
に
入
梅
で
す
。 

う
っ
と
う
し
い
こ
と
ば
か
り
の
と
こ
ろ
へ

住
民
税
の
引
き
上
げ
は
拍
車
を
か
け
ま
し

た
。
十
分
な
説
明
と 

い
い
話
を
！ 

眞 

公
の
施
設
の
使
用
料
減
免
基
準
７
月
か
ら
適
用 

 
  
 

公
民
館
・
体
育
館
・
等 

使
用
取
扱
い
を
変
更 

 

上
山
城
は
本
当
に
在
っ
た
の
か
？ 

「
上
山
村
に
城
郭
あ
り
て
上
山
兵

庫
介
の
拠
れ
り
し
が
永
禄
年
間
落

城
の
由
・
・
云
々
」
。 

ま
た
「
こ
の
城
山
は
上
山
村
の
高

地
に
あ
り
そ
の
下
に
今
な
お
《
土

居
屋
敷
》《
兵
庫
田
》《
台
畑
》《
一

家
老
横
山
某
の
屋
敷
》
な
ど
歴
然

た
り
」
と
あ
り
ま
す
。 

《
上
山
兵
庫
介
》
毛
利
家
家
臣
。

永
禄
６
年
（
１
５
６
３
年
）
石
見

国
山
吹
城
（
大
田
市
）
を
接
収
後

城
番
と
な
る
。
十
九
年
後
の
天
正

十
年
、
備
中
高
松
城
の
秀
吉
水
攻

め
の
際
に
備
中
・
鴨
庄
城
主
を
し

て
い
ま
す
。
永
禄
は
十
三
年
続
い

て
い
ま
す
。
山
吹
城
に
入
る
ま
で

か
そ
の
頃
の
話
と
思
わ
れ
ま
す
。 

永
禄
時
代
は
尼
子
・
毛
利
が
こ
の

地
域
で
激
し
く
争
っ
て
い
ま
す
。

元
年
に
は
三
沢
氏
が
毛
利
方
高
野

山
入
道
と
上
阿
井
に
戦
い
破
れ
、

福
原
・
芦
谷
道
を
退
く
。
７
年
に
は
日

登
村
で
毛
利
、
尼
子
を
破
る
・
等
々
記

述
が
あ
り
ま
す
。 

「
城
跡
の
頂
に
登
り
望
見
す
れ
ば
眼

下
が
良
く
見
え
屈
強
の
関
門
と
い
う

べ
し
。
上
山
城
か
ら
三
十
余
丁
（
約
３

キ
ロ
）
に
あ
る
速
立
の
地
に
砦
を
構
え

要

塞

と

し

た
こ

と

は
明

ら

か

な

り
・
・
」
。（
速
立
神
社
御
由
緒
調
査
書
） 

現
在
の
愛
宕
山
は
安
政
六
年
（
一
八

五
九
年
）
七
月
、
上
山
城
跡
に
愛
宕
大

権
現
勧
請
と
あ
り
ま
す
。 

「
一
家
老
横
山
某
・
」
我
が
家
の
本
家

の
屋
号
が
横
山
。
家
老
の
元
屋
敷
か
。

本
家
横
の
墓
に
並
ぶ
古
い
石
塔
群
は

な
に
か
ロ
マ
ン
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
上
山
の
地
名
と
上
山
兵
庫
介

は
直
接
関
係
な
い
よ
う
で
す
。 

速
立
社
な
ど
詳
細
は
ま
た
の
機
会
に
。 

参
考
《
村
の
年
表
》
芝
原
一
郎
氏
識
） 

 

上
山
城
主 

 
 
 

上
山
兵
庫
介
元
忠  

兵庫田 

土居 

家老屋敷 

上山城から眼下の眺め ロマンですね

上山城下の景色 

 

議
員
の
定
数
等
検
討
委
員
会 

 

６
月
末
ま
で
に
３
回
の
委
員
会
を

開
催
。
次
回
選
挙
の
定
数
・
選
挙
区
の

決
定
の
ほ
か
議
員
報
酬
、
会
派
制
の
導

入
等
検
討
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
総
論

的
に
話
し
合
い
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

次
回
７
月
に
は
選
挙
区
に
つ
い
て
集

中
審
議
し
ま
す
。
《
選
挙
区
》
合
併
協

議
で
は
「
最
初
の
選
挙
に
限
る
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
合
併
か
ら
３
年
目
、
な

お
地
域
課
題
が
山
積
す
る
中
で
「
今
一

度
選
挙
区
毎
に
し
た
ら
」
と
の
意
見
が

出
て
い
ま
す
。
法
的
に
は
可
能
で
す
。

ど
ち
ら
も
明
確
な
理
由
が
必
要
で
す
。 

 

３
月
市
広
報
「
う
ん
な
ん
」
で
発

表
さ
れ
た
公
の
施
設
の
使
用
料
の
見

直
し
と
減
免
基
準
の
統
一
は
利
用
者

の
大
幅
な
負
担
増
に
つ
な
が
り
大
き

な
波
紋
を
呼
び
ま
し
た
。
そ
の
た
め

周
知
期
間
と
し
て
７
月
ま
で
実
施
が

先
送
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

６
月
議
会
の
冒
頭
、
市
長
の
施
政
方

針
演
説
の
中
で
予
定
通
り
「
７
月
実

施
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

「
こ
の
間
十
分
な
説
明
が
さ
れ
た

か
」
「
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
た
の

か
」
一
般
質
問
で
質
し
ま
し
た
。 

「
現
在
無
料
も
あ
り
全
面
的
と
は
言

え
な
い
が
概
ね
理
解
が
得
ら
れ
た
」

「
今
後
と
も
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
努
力
す
る
。
実
施
に
ご
理
解
を
」
。 

《
使
用
料
》
に
つ
い
て
は
今
年
・
来

年
を
か
け
て
同
種
・
同
規
模
施
設
に

つ
い
て
格
差
が
無
い
よ
う
に
統
一
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
公
の
施
設

は
市
民
が
気
安
く
・
い
つ
で
も
利
用

で
き
て
こ
そ
《
公
の
施
設
》
で
す
。 

大
き
な
負
担
感
か
ら
市
民
活
動
が
萎

縮
し
て
『
や
め
よ
う
』
に
な
ら
な
い

よ
う
に
適
切
に
決
定
願
い
た
い
。 

親しまれる公民館・気軽に集
える生涯学習の公の施設に。 

６
月
議
会
の
話
題
か
ら 

「
ど
っ
ち
に
行
く
の
？
」 

現
在
大
東
町
で
県
営
住
宅
団
地
が

造
成
中
で
す
。
造
成
面
積
の
約
６

割
が
春
殖
（
は
る
え
）
地
区
残
り

が
佐
世
地
区
。
春
殖
地
区
が
「
西

小
学
校
区
」
佐
世
地
区
は
『
佐
世

小
学
校
区
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
の
発
端
は
、
こ
の
団
地
の
分

譲
広
告
紙
に
（
小
学
校
区
は
西
小

学
校
）
と
掲
載
さ
れ
た
こ
と
。 

議
会
・
関
係
地
元
な
ど
に
対
し
十

分
な
説
明
が
な
い
う
ち
に
決
定
さ

れ
た
こ
と
か
ら
問
題
化
し
現
在
白

紙
に
戻
さ
れ
て
い
ま
す
。 

６
月
議
会
に
両
地
区
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
「
陳
情
書
」
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
執
行
部
・
教
育
委
員
会
は
新

し
い
住
宅
団
地
は
地
区
・
校
区
と

も
に
分
割
す
る
こ
と
な
く
一
体
化

す
る
方
針
で
す
。 

９
月
ま
で
に
地
元
説
明
を
重
ね
、

客
観
的
条
件
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
て

判
断
根
拠
に
さ
れ
る
よ
う
で
す
。 

し
こ
り
を
残
さ
ず
子
供
主
体
で
。 


